総会抄録 by 鵜沢,理 et al.
第 5号 第36回千葉医学会総会，第5回千葉県医師会学術大会 -，-2405-
を示す乙とがある ζ とを報告した。乙の発育力の増
大の理由については明らかな見解を示すことは出来 
ないが，腫蕩移植の免疫学的考察K何らかの示唆を
与えるものと思われる。 1956年， Joseph F. Mor-
gan等は腸水腫療を凍結し呉系移植の成立するこ 
とを報告した。しかし未だ移植癌を凍結し異種移植
による移植性についての報告はない。我々は佐藤癌 
1号の凍結後ラッテに異種移植を試みその移植性に
興味ある成績を得たので報告する。
質問寺島東洋三〔細菌) 
1) ヘテロに移植された腫療は累代可能ですか。
いわば遺伝学的に変化したといえますか? 
2) 溶媒内のクエン酸の意味は何で‘すか?

応答市川辰巳 
  
1) 現在5代まで累代移植されています。遺伝学
的に変化を来たしたかどうかは今の段階では申し上
げられません。
2) pHの安定IL.使用しています。
質問桑田次男(細菌〉 
Seminan液と.Ringer液との比較は何如でしょ
うか。
応答市川辰巳
長期間 (8ヵ月以上)の保存には Seminan液の
方が優れていると思われる。 
37. 千葉市における伝染病発生状況について
谷茂岡洋，渡辺武
(千葉市立葛城病院〉
昭和29年 1月から， 33年 12月まで1ζ，当院に入
院した法定伝染病患者の月別発生状況，ならびに地
域分布について検討し，疫学的考察の資料の一部を
得たので， こ与に発表する。
38. 本年度流行した麻疹に対するガンマーグロブ
リンの使用経験
渡来利直(柏 市〉
本年度流行の麻疹患児 200余例を観察し，その中
60余例にガンマーグロブリン (r-gl)を使用した結
果次の成績を得た。 
1) 麻疹発病患児の同胞に 20mg/kgの r-g1を
感染の可能性があったと認められてより 6日以内
に注射した所， i) 6カ月未満では 6例中麻疹発病 
者なく， i) 6ヵ月--1年では 9例中 6例が擢患，
ii) 1年以上の幼児に於ては 40例中 38例の躍患が
見られたが，何れの場合も r-g1使用群は対照l乙比
較して軽症民経過したと認められた。
2) 近隣iζ麻疹が発生した場合， 5カ月乃至 2年
の乳幼児 20例1[.10~20 mg/kgのトglを使用し
たが，全例rc.1躍患が見られなかった。 
3) 合併症についても r-g1使用群は非使用群に
比較して明らかK少ないことが認められた。
39. 正常人並びに端息患者に於ける室内塵を主と
した皮膚反応について
谷江澄子(国立療養所柏病院)
気管支瑞息の診断乃至治療方法としては今日迄枚
挙民連がない。いう迄もなく気管支瑞息そのもの
が，アレノレギー性疾患で、あるか或は他の誘発因子に
よるものか結論し難い現状である。従って気管支鴨 
息をアレルギー性疾患としての考え方からすれば，
出来得ればそのアレルゲンを除去するか，或は少く
とも，減感作療法を行う乙と Kなると思われる。 ζ 
の点今迄K探索不充分と考えられる吸入性アレルゲ
ンの一端として空中塵や，空中カピ類，エキス類に
よる皮膚反応を哨息患者花実施し健康者のそれと比
較したところ，該患者の皮膚反応陽性度が蓬かに高 
~ ¥{I直を示しているととを認め得た。 
40. 皮膚粘膜移行部症候群(仮称)

小倉重成(木更津市〉

皮膚粘膜移行部氏病変を現わす疾患群がある。
目:眼験縁炎，眼球結膜炎，表層角膜炎
鼻:鼻、翼及び鼻居溝の階漏性乃至は湿疹性皮膚炎
口:口角炎，種々の程度の口居炎，舌炎
紅門乃至は陰門周囲炎
等が之である。
この症候群は各種疾患に随伴して多発し，とく軽
微なものもあって見落されるか叉は問題視されてい 
ない。 B2複合体欠乏もその一因と考えられるが，
更に複雑な因子も内包しているらしい。
対象として食物を是正してゆくと近視，高血圧，
白内障，薬剤過敏症其の他のアレルギー性疾患も平 
行して治癒に赴く。
41. 後天性溶血性貧血の 1例
。鵜沢理，加藤明，青山益子
(国立療養所習志野病院)
我々は肺結核治療のため入院中の患者代特に認む 
べき原因なく本症を併発し重篤な症状を呈したが，
プレドニンの内服により治癒した 1例を経験したの
~2406ー 千葉医学会雑誌 第 35巻
で報告する。 吃りの生理学的指標として P.G. R.を選んで， そ
症例:45才の男，鉄工業，家族歴既往症に特記す の適用の臨床的意義を明らかにすること及び，吃音
べきものなし。昭和20年 12月肺結核発病入院。 23 者への Astyn (Ethylcrotonylurea， Tranquili-
年 10月左胸成術施行， 24年 7月退院， 以後家事に zerの一種)の効果を検べ，吃りの本質を解明する
従事していたが 31年2月曜血あり再入院，ストマ 目的で実験的研究を行い，次の ζとがわかった。
イ，パス，併用 4カ月後ヒドラツットの単独療法を 1. P. G. R.は吃音者の不安緊張を反映して，か
続行中， 34年 1月 15日胸腹部民事麻疹様発疹が出 なり規則的に変化すること。従って吃りの程度・治
現，次第に全身K拡大し終に出血斑となり，高熱， 療効果の判定をより正確にする一つの指標となりう
悪感，戦傑，顔面浮腫，全身掻犀感等を呈し，第 15 るζと。
病日に著明な血色素尿を認めた。皮膚乾燥，眼球結 2. Astynは吃音者に効者的であって， また偽
膜は高度に黄痘性，舌lζ白苔を衣し胸部，肺野著変 剤も暗示を伴う場合，特R心理的な障害を強く結び
なく，心尖音精々不純，腹部肝，牌を触れず，右季 つけた成人の二級吃 secondarystutterers rc顕著
肋部Iζ軽度の圧痛がある。 な効果をもっ乙とを， P.G.R.をとおして明らかに
検査成績:白血球 7.500，赤血球 140万，血色素量 した。これは吃りの本態の究明にも，また治療上Iζ
25% (ザーリー)，栓球 504，000，網状赤血球 14%&， も重要な手がかりとなるものである。 
ヘマトクリット 27%，赤血球抵抗試験，最少 0.54%，
最大 0.449る，プライスーツヨンス曲線左方移動，血 43. 心不全を主徴とせる甲状腺機能低下症の 1例'
清ビリルピン 30x，直接反応(一)，間接反応(十)， 加藤明，吉野満，。佐藤宏
血清蛋白分劃，総蛋白 6.4gjdl， アルゴミン 55%， (国立療養所習志野病院) 
α グロブリン 8.74%，sグロブリン 12.0%，rグロ 労働時の心惇充進，息切れ，下肢及び顔面の浮腫
ブリン 24.2%，AjG 1.22， ソーンテスト減少率 を訴え，心不全の疑応て入院し甲状腺製剤により治 
21.8%， 血清梅毒反応(ー)，血中細菌培養(-)， 癒せる 1例の経験を報告する。
血清グロス反応(ー)， チモーJレ混濁反応4単位， 患者は 32才の経産婦で， 心拡大， 肺肝の欝血あ
高田反応(一)，寒冷凝集反応 64X， ドナートーラ り，軽度蛋白尿を認める。甲状腺腫なく浮腫並びに
ンドスタイナー溶血現象(ー)， クームス・テスト 皮膚性状は粘液水腫様で、はなく，肝腎機能略々正常
直接(ー )， 間接(ー )， RH-Hr抗体(-)， 出血 なるも，比較的除脈，心電図上T平低，血中総コレ
時間 2.5分，凝固時間， 開始3分， 完結 11分， 尿 ステロー ノレ 390mgjdl，基礎代謝率一19%I乙て，乾
(血色素尿)酸性，比重 1018，蛋白(出)，糖(一)， 燥甲状腺末 0.05~0.15 gj日 7日投与により全ての症
ウロピリノーゲン(廿)，ワロピリン(ー)，ビリ Jレ 状改善され基礎代謝率は十22%となった。乙の際
ビン(ー)，白血球(十)， 腎上皮(+)， 赤血球多 基礎代謝率，糖忍容力は速かに改善されたが血中総
数，尿中ピリ Jレピン(ー 〉。 コレステローノレ濃度，血清蛋白分劃， クレアチン体
経過:最初強力ミノファーゲン C， ビオスニン， 代謝の変化はかなり遅れた。尚本例にはヂギタリス
グロンサン，抗ヒスタミン剤等の注射を行ったが全 製剤は無効であった。
く無効，第6病日よりプレドニン 4錠を投与したと 可
とろ，全身状態は急激K好転したので，投与量を減 44. 糖原病に就いての 2，3の経験ー
じつ〉第 14病日忙して中止した。 。三宅一郎，中沢芳蔵(成田赤十字病院)
第 17病日再度発熱あり，再びプレドニンを投与 近時経口的糖尿病治療薬 D860ラスチノンの使
第 33病日まで続行，各種験査成績の好転を見7この 用が行われているが吾々も少数ながら該薬剤の使用
で中止した。その後皮膚に色素沈着を長期間認めた を経験したのでその成績の大要を報告する。
が， 5カ月後血液所見極めて好転し，肺部所見もー 質問多紀英樹(公神〉
応固定したので 9月 7日退院した。 D.860を経口投与した場合どのくらいの期間継続
して用いられますか。叉その際の副作用について御
42. 吃音者の精神電流現象の研究
教示下さい。
今関好晴(国立下総療養所)
応答三宅一郎
吃りの Psychosomaticな研究の一環とし，また 我々は経験浅く長期使用したのは 4カ月で， D. 
